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譲
闇
国
立
自
門
会
ニ
ュ
ー
ス

学
貴
会
創
立
百
周
年

記
念
式
典
に
出
席
し
て

副

幹

事

長

　

風

　

間

　

俊

　

範

昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
一
日

に
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
学
員
会

は
､
十
一
月
二
十
日
(
日
)
に
記
念

式
典
を
お
茶
の
水
ス
ク
エ
ア
　
｢
カ

ザ
ル
ス
ホ
ー
ル
｣
　
で
､
祝
賀
会
を

-
十
一
月
十
六
日
に
落
成
式
を
行

っ
た
-
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

で
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
｡

国
立
支
部
か
ら
は
記
念
式
典
に

村
田
支
部
長
･
井
上
副
支
部
長
･

丸
本
幹
事
長
･
市
橋
顧
問
そ
れ
に

筆
者
も
二
日
後
に
控
え
た
十
何
回

目
の
結
婚
記
念
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー

も
兼
ね
て
夫
妻
で
出
席
を
-
 
､
お

祝
い
気
分
の
な
か
に
も
厳
粛
な
雰

囲
気
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
｡

記
念
式
典
で
､
圧
巻
だ
っ
た
の

は
(
秩
)
そ
ご
う
取
締
役
社
長
の
水

島
廣
雄
氏
の
講
話
で
あ
っ
た
｡
そ

の
全
文
は
今
年
の
一
月
二
十
五
日

号
の
　
｢
学
員
席
代
｣
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
周
知
の
事
と
思
い
ま

す
が
､
そ
の
講
話
の
迫
力
が
聞
-

者
の
心
を
と
ら
え
'
ど
ん
ど
ん
と
,

話
に
引
き
込
み
武
者
震
い
が
お
き

る
よ
う
な
素
晴
ら
し
さ
で
し
た
｡

大
学
の
百
周
年
記
念
事
業
の
寄

付
者
が
､
三
十
六
万
人
卒
業
生
の

ケ
ち
わ
ず
か
七
%
で
し
か
な
か
っ

た
事
､
逆
に
言
え
ば
三
十
六
万
人

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
結
集
す
れ
ば
学

員
会
の
存
在
実
力
は
計
-
知
れ
な

い
も
の
に
な
る
と
い
う
事
､
｢
い
い

大
学
｣
　
は
母
校
を
愛
す
る
精
神
を

も
.
っ
た
教
授
と
卒
業
生
が
多
く
い

る
大
学
で
あ
る
事
､
更
に
地
位
も

名
誉
も
年
令
も
職
業
も
全
て
超
越

し
た
一
つ
の
オ
ア
シ
ス
が
学
員
会

の
支
部
で
あ
る
事
等
そ
の
他
列
挙

し
た
ら
き
-
が
な
い
程
出
席
者
に

感
銘
を
与
え
､
最
後
に
　
｢
存
在
は

よ

き

か

な

｣

　

と

い

う

ト

マ

ス

･

ア

ク
イ
ナ
ス
の
言
葉
で
終
っ
た
時
､

拍
手
は
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
｡

祝
賀
会
に
は
能
味
広
報
部
長
･

田
口
会
員
も
参
加
-
他
支
部
と
の

交
流
も
祝
宴
の
な
か
で
行
な
わ
-
れ
､

楽
し
く
有
意
義
な
一
時
を
過
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
｡

学
貴
会
祝
賀
会

雨
の
駿
河
台
に
熱
気
ム
ン
ム
ン

ー
　
学
員
会
創
立
百
周
年
記
念
行
事

学
貴
会
が
次
な
る
世
紀
に
向
け

て
踏
み
だ
す
十
一
月
二
十
日
　
(
日
)
､

気
温
も
低
く
朝
か
ら
の
雨
に
見
舞

わ
れ
た
が
､
私
た
ち
国
立
白
門
会

の
仲
間
は
'
新
築
成
っ
た
見
事
な

駿
河
台
記
念
館
の
三
階
会
場
で
創

立
百
周
年
の
喜
び
を
共
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
｡
十
一
時
半
早
め
に

着
い
た
私
は
､
内
装
も
素
晴
ら
し

い
各
階
を
見
て
回
-
､
七
階
の
　
｢

学
員
美
術
展
｣
　
に
出
品
さ
れ
た
岡

田
忠
臣
画
伯
の
傑
作
に
も
親
し
む

機
会
を
え
た
が
､
各
フ
ロ
ア
は
学

員
が
続
々
つ
め
か
け
て
い
て
大
に

ぎ
わ
い
の
様
子
だ
っ
た
｡

さ
て
学
貴
会
創
立
百
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
た
お
茶
の
水
､
カ

ザ
ル
ス
ホ
ー
ル
か
ら
､
式
典
参
列

の
村
田
支
部
長
'
ほ
か
の
皆
さ
ん

が
気
分
を
高
揚
さ
せ
て
こ
ち
ら
の

祝
賀
会
に
移
動
し
て
み
え
た
の
が

十
二
時
す
ぎ
｡
メ
イ
ン
の
祝
賀
パ

ー
テ
ィ
は
二
階
大
会
議
室
で
開
か

れ
極
め
て
盛
況
-
に
進
行
し
て
い

た
よ
う
だ
が
､
私
た
ち
は
三
階
の

中
会
議
室
に
し
っ
ら
え
た
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
､
式
典
の
お
話
を
伺
っ

た
り
､
飲
み
物
も
十
分
に
､
き
れ

い

な

コ

ン

パ

ニ

オ

ン

の

サ

ー

ビ

ス

も
よ
く
華
や
か
な
ム
ー
ド
を
味
わ

っ
た
｡
国
立
か
ら
は
､
前
記
の
方

々
の
ほ
か
田
口
正
明
氏
､
そ
し
て

風
間
夫
人
も
同
席
さ
れ
る
と
い
う

家
族
的
交
歓
が
い
つ
そ
う
こ
の
パ

ー
テ
ィ
を
身
近
な
も
の
に
し
て
-

れ
た
｡
各
会
場
と
も
に
地
方
か
ら

ご
夫
妻
一
緒
の
ご
高
令
会
員
も
目

立
ち
､
お
孫
さ
ん
づ
れ
の
会
員
も

い
た
-
で
何
と
も
い
え
な
い
い
い

雰
囲
気
を
漂
し
て
い
た
｡

私
は
､
三
栄
信
用
組
合
の
竹
内

富
男
氏
と
出
会
っ
た
が
､
若
い
彼

は
､
今
住
ん
で
い
る
小
平
地
区
の

白
門
会
作
り
を
考
え
て
市
役
所
の

皆
さ
ん
た
ち
と
準
備
を
進
め
て
い

る
と
の
う
れ
し
い
話
を
聞
か
せ
て

く
れ
､
私
た
ち
一
同
の
た
め
写
真

を
と
っ
て
く
れ
た
り
し
て
有
-
浴

た
い
こ
と
だ
っ
た
｡
ま
た
山
梨
支

部
の
青
柳
氏
や
南
甲
倶
楽
部
の
専

務
理
事
の
坂
本
幸
男
氏
に
も
お
目

に
か
か
る
折
も
あ
っ
て
こ
の
集
ま

り
は
一
段
と
有
意
義
な
も
の
に
な

っ
た
｡一
同
は
､
二
階
の
　
｢
中
央
大
学

の
歩
み
展
｣
　
を
の
ぞ
い
た
り
､
福

引
の
抽
せ
ん
会
の
発
表
を
確
か
め

た
-
し
て
退
出
｡
(
ど
な
た
も
ダ

メ
だ
っ
た
)
　
帰
途
､
お
茶
の
水
駅

へ
の
通
り
に
あ
る
高
級
喫
茶
店
〝

滝
沢
〃
　
で
う
ま
い
コ
ー
ヒ
ー
を
た

の
し
み
つ
つ
､
頂
い
た
記
念
品
の

小
牛
皮
特
製
名
刺
入
れ
や
テ
レ
カ

ー
ド
を
手
に
し
､
き
ょ
う
の
出
来

ご
と
を
愉
快
に
語
-
合
っ
た
こ
と

だ
っ
た
｡
国
立
駅
に
戻
っ
た
の
は

午
後
三
時
半
近
か
っ
た
｡
(
寿
)
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こ議号院ののさい何発をになの問田司く橋は会で世二う皇が進 

∴∴∴∴:∴∴∴｢∴∴∴∴∴義 

:｢:無籍::響盤㌧::｢龍三 ドる参○議_で長励て如の目座ク問顧村のて市顔年路お月の天年躍新 一れ､三参○会会激つを後年のI顧井､長し､お新濃年-悼行四に 年 

-iiii-i-文化講演会iii-川iiiii-≡登時講第諾竪風難講豊麗 

三多摩地区連絡協議会の会長を務めることとなり､詰籍雪雲諮諾弼終業‡圭醒催 
≡その目的にもあるように､地域社会の発展と大学の興≡あ､たでは発つ事会幹○り気､博あ 

≡隆及び学員相互の親睦に寄与できる行事として下記の≡詰○苧′高論雷雲嵩綿毛福 
≡講演会を開催いたします〇三が半寡麓.空合雪害醤蕪は○谷 

1.日時時平成元年10月13日(金)三塁i購堅牢は慧露草 

開場午後6時00分≡濃紺詣34含襲星謹実 ヽ 
開演午後6時30分～8時 

2..iE師学員俳優丹波哲郎氏三軍紹曹操午墨菅罵鵠古今な謹言 

学員ー落語家三遊亭龍楽氏三二り､三舎萱誤字iiA&嘩拒蓮華藷嘉 

3.会場くにたち市民芸術小ホール≡夜肩唱の部本時の井B風合となもらら 

4.主催中央大学学貴会国立支部≡錆誰焉撃嘉鰯ブ擾講睾嘉と董 
に者 中央大学学員会三多摩地区連絡協議会≡亮墨縄整盤で籠三警含婆はな 

5.他車での来場はご遠慮願います〇三隷会管畠望V;誓p誓嵩藁謹繕 
重刷i剛間日間……日日…日日,…=…日,iiii…,日間ii…帖i…冊日日川…,‖…=i川…用ii,…日間巨○をがて会のいあ名お-よ下部本くさの 

斉輪のと辞のつ槍披る'長聖似せの ヽ  中央大学学貴会三多摩地区連絡協議会の幹事引き受け 

∴:∴∴∴∴十十三∴∴∴∴∴∴総会のご案内 
諜器oF-TLf7㌔嵩の件は風間副幹事長まで蒜農冨紫嵩詰o:..秦 
ii--創部五十周年記念特別演奏会iiiiii-川ii内申し上げます○ 

東京公演平成元年5月28日(冒)2:00PMなお､会場等の都合上､同封のハガキを5月15日 

武蔵野市民文化会館大ホール(月)までに必ずご返送方よろしくお願いいたします｡ 

料金当日1,000円前売800円記 

三三言合≡∴∴∴∴:∴∴∴∴｢∴∴∴:∴∴ 
∴∴∴会費納入のお討∴∴∴∴∴∴ 

年会費は白門会ニュースや名簿作成などの財源4.懇親会費3,000円当日ご持参下さい○ 

;ですので､同封の郵便振替用紙で納入をお願いし〇回一望竺- 

主す○また､総会当日ご持参して下さ-ても結和ニラ5.Dm国ー立デパ二ト(国立商協ビル,2F 
です○年会費2,-000円多摩∴須N㌃~ 
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擬驚蕗 学るの性体め 

3.2.1.｢綴貨に 

有,Rf書法需憲等彊大震罷yl. ∴∴∴∴∴∴∴∴∴亘三 ∴∴∴∴∴∴:臣三 塁雑精錬竃鷺望墨字亘 

り〇､が立え員がのる堀0ツ 
LP'つるが､枠評をBプ ヽ で員を5.に関な4.導るが易少3.密置で昇市つ2. ･白に作新も心.所学力○でにな学にきき格にて地 ･｢｢∵∴㍉:昔年∵吉∵∴∴:∴∴辛 :∴∴∴∴∴∴∴: ヽヽ′ る会在員○の対の一部える最極る連絡分'が位 よ本を名Pす活のてこ"もめ､o絡員会支､と う部学簿Rる発指い`と容てををの部各な 
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L7並もべ庭とをと方る務バさ独関勤た; 

1を出がにか取〇､くさンれ立の.め○( 

｢拝来-なoり一行几れイてし税る新一 
｢見るつるき持動帳たクいて理か郎 
'ILとあでつつ力面がシる税士たは 

1たのれしとたもな､一〇理試わ山 
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を
圧
し
て
い
た
中
央
は
､
今
や
東

大
の
後
塵
を
拝
し
､
早
大
､
京
大

と
肩
を
並
べ
､
ま
た
､
抜
群
の
合

格
率
を
誇
っ
た
公
認
会
計
士
試
験

も
他
大
学
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
｡

ス
ポ
ー
ツ
も
王
者
で
あ
っ
た
の
は

昔
話
し
で
､
今
や
影
が
薄
-
な
っ

て
い
る
｡

現
在
の
若
者
は
　
｢
特
色
あ
る
大

学
｣
　
｢
魅
力
あ
る
大
学
｣
　
に
憧
れ

て
い
る
｡

質
実
剛
健
､
家
族
的
情
味
と
い

う
伝
統
あ
る
校
風
は
時
代
に
マ
ッ

チ
せ
ず
､
明
朗
闊
達
､
質
実
剛
健
､

家
族
的
情
味
と
'
校
風
を
改
め
る

時
代
が
来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
｡伝
統
あ
る
法
科
の
中
央
を
守
る

て
大
学
自
体
の
P
R
も
含
め

て
､
世
間
に
､
対
し
て
イ
ン
｡
ハ

ク
ト
を
強
め
る
｡

4
.
就
職
の
相
談
､
斡
旋
を
重

一

視
し
､
一
層
力
を
入
れ
､
O

B
が
母
校
愛
を
感
じ
る
よ
う

に
す
る
｡

5
　
｢
卒
業
す
れ
ば
大
学
と
は

縁
の
切
れ
目
｣
　
と
い
う
学
生

が
多
い
の
に
驚
-
｡
卒
業
し

て
か
ら
も
援
助
の
手
を
差
し

伸
べ
て
ほ
し
い
｡
学
員
時
報

購
読
者
の
外
､
卒
業
し
た
ら

母
校
と
全
-
無
縁
と
な
る
｡

二
､
学
員
会
の
活
性
化
の
た
め
に

L
　
学
員
会
の
充
実
発
展
の
た

め
に
組
織
率
の
拡
大
と
支
部

活
動
の
活
性
化
を
計
る
｡

最
後
に
母
校
の
発
展
と
興
隆
の

た
め
に

一
､
地
方
に
強
い
と
い
わ
れ
て
い

る
中
央
は
'
地
方
有
力
都
市
に

附
属
高
校
を
設
置
し
て
ほ
し
い

二
､
理
工
学
部
に
土
木
学
科
は
あ

っ
て
も
建
築
学
科
が
な
い
｡
土

木
と
建
築
は
車
の
両
輪
で
あ
る

か
ら
建
築
学
科
の
新
設
を
考
え

て
ほ
し
い
｡

国
立
市
役
所
の
異
動
で
'
福
祉
事

務
所
に
か
わ
ら
れ
た
｡

川
村
夫
妻

ご
披
露
が
あ
っ

会
計
事
務
所
に

勉
強
に
励
み
難

に
合
格
､
今
は

事
務
所
を
開
業

婦
は
(
秩
)
ダ
ー

の
企
画
部
に
勤

生
時
代
か
ら
明

々
を
過
ご
す
一

る
才
接
と
の
こ

お
二
人
の
仲

は
植
木
屋
さ
ん

も
実
も
あ
る
家

つ
○
(
追
)
新
婦
は
な

ど
ん
な
料
理
で

と
｡
ぜ
ひ
お
手

も
の
で
す
｡
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自　昭和63年4月1日

至平成元年3月31日
昭和63年度　国立白門会決算書

収入の部 劍辷�,ﾉYB�

科目 佇亥ｦ冰ﾈ蠅�迄怏m｢��決算 冰ﾈ蠅�

年会費 冩c�ﾃ����柳0,000 �8ﾟﾉN��104,000 ����ﾃ����

学貴会交付金 ��Rﾃ����30,000 0 90,000 �,ｩ�ﾙN��ｲ�52,飽0 塔�ﾃ����

lOO周年募金 報償金 鉄づS�����9N��54,745 鉄�ﾅ���

総会会費 ���Bﾃ������ﾘ檠�"�216,370 ����ﾃ����

寄付.祝金 ��C2ﾃ����110,000 佰�ﾝｹN��55,000 ����ﾃ����

lO周年記念 行事基金 鼎��ﾃ����500,000 -0 60,000 ����D雍ﾉD��ﾗ8駟N��幼0,470 俣S��ﾃ����

親睦行事会費 �3"ﾃ����倬ik�w�V儂��.9,000 牝�����

特別収入 ��2ﾃs�����Yg(ﾗ8駟N��313,cc2 鼎�ﾃ����

広告料収入 迭ﾃ����20,000 0 124,424 倅yN��40,137 0 m2,194i 鉄�ﾃ����

雑収入 免ﾂﾃssB�冰ﾉOYN��釘ﾃC#B�

前期繰越金 ��#BﾃC#B�倬�ｨﾄｨ葎ｾ����

合計 ��ﾃCCrﾃCs��1,134,424 俘xﾇb�1,447,478 白ﾃ�3BﾃC#B�

白　平成元年4月1日

至　平成2年3月31日
平成元年度　白門会予算案

科目 �4Ywb�金額 

収 入 の 僖陞���2,000円Xl00名 �#��ﾃ����
学員会交付金 ��Rﾃ���怜�)kﾂ�30,000 

総会会費 �2ﾃ���怜�3�kﾂ�90,000 

寄付 傚Hﾗ8馼ｯ�WH+ｸ,ﾉ�ﾂ�120,000 

部 �<�¥ｨ�?ﾂ�桜まつり､市民祭､バザー 田�ﾃ����
広告料収入 前期繰越 僮)nX檍6ｨ8X�ｸ5蟹kﾉ^ｲ�40,000 202,294 

合計 ��742,294 

支 �� ��

印刷費 �6ｨ8X�ｸ5吋�(��Ikﾉ^ｸﾞﾉ�ﾂ�1>e/COO 

通信費 ��Y��xﾚH6ｨ8X�ｸ5蟹kﾉ^ｹ�yWB�80,000 

出 ��9N��役員会他 他支部総会祝金他 会費不足分補助 鉄�ﾃ����

の ��ﾘ檠N���#��ﾃ����

一部 佰�ﾝｹN��駟k�w�V儂���Yg(ﾗ8駟N��艙N��uﾉOYN��塔�ﾃ������ﾃ����C�ﾃ����S�ﾃ�����"ﾃ#釘�

合計 ��742,294 
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厚
生
部

一
､
納
涼
会
　
七
月
二
十
三
日
間

一
水
圏
に
て
｡

二
､
秋
の
親
睦
会
　
十
月
二
十
二

日
出
北
茨
城
袋
田
の
滝
･
常
陸

太
田
西
山
荘
見
学
｡

三
､
会
長
杯
争
奪
戦
囲
碁
会

十
一
月
十
三
日
㈲
(
秩
)
せ
き
や

事
務
室
に
て
｡

四

､

ゴ

ル

フ

･

コ

ン

ペ

　

十

月

二

十
九
日
出
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C
･
C
･
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五
､
新
年
会
　
平
成
元
年
一
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十

四
日
間
　
割
烹
｢
信
濃
路
｣

事
業
部

一
､
あ
れ
こ
れ
考
え
る
会
　
七
月

二
十
三
日
出
ダ
イ
ヤ
パ
レ
ス
集

会
所
に
て
｡

二
､
第
十
二
回
く
に
た
ち
サ
ク
ラ

四
､
囲
碁
大
会
　
十
一
月
十
一
日
田

五
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新
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二
年
一
月
二
十
日
出
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二
宮
　
魂
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(
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(
実
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一
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の
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｡
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若
い
世
代
の
会
員
の
活
性
化

広
報
部

一
､
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第
十
九
･
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記
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び
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｡

平
成
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四
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日
㈲
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保
第

三
公
園
に
て
｡

組
織
部
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員
の
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､
規
約
の
改
正

､
会
員
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簿
の
補
充
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一
､
白
門
ニ
ュ
ー
ス
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十
七
･
十

八
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二
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記
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材
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親
睦
会
等
)

三
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報
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稿
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成
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年
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春
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出
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フ
･
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ン
ペ
十
五
日
㈱

あ
れ
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れ
考
え
る
会


